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航？｝ミ写真による新潟地震の調査

．三L’奏「詮

　　　　　　　　　　　　1．まえがき

　航し：？：真・．・受∫；ヨ1：㍉現在で：．t，上んに．・ヒ．il．1：学」・）　’i｝li’Jt

だ：干で1こく．．；｝二’∫；rな広い花ri｛にわt：’tている．．鴇特にぞ

：：、十ぐれ1．tこ、：ご示をil∴㍉遍去1二発1ヒL上㌻くの没穿，ナな

わち，1珊．，．誌台風・チリ津流など・1た琴1漠な災害二対し

て，非9：／；に：1む黙を二ご．巨し．二：tis，・りでなく，墳近で1：㍉地

＋一．〈1｝や」．． F壊，8ご三れなどの．匙うに，局地的ともいえる

災望5こ・〕．．・ても，　苧IL．い暫こ，・鼠う・コ，応F言」き～Lる．tうにな

1」，　二更をπ≦÷垣モこ：，三　．、ご　二，　／llき鷲こ重嵐1、1孝こプ1ドijil；二，　‘’iY［”1≒i’づ：、L’（1・．）

も・．〉意羨：．二ll｝三’：；1’．二．．　：くきくた・⊃ている．

　’sl／i：ゆ許1潟注’窓こ際L．ても，亡ご｛・i写．し’‘、．ン：最高変に刊lil

され，そ．．．．ドtt≡iξを’；一鐸した．

　　　　　　　　　　　　2．　撮影の状況

　地支三li二・「’1：渥，：二ξ怠ま新溝空港〔：．嶺；穀してい．”こ，民

問・測「．弐；三．：壕「．ごi蝦1よ，激震と．ヒtJ［こ，沈つ．kうに繋

｝…il・西尾元充　　　　　　　
‘i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　れ鱒く計老路ヒ，1「「「港ビ戸レLり状況♂ジ：べ〔、亀契がら罧写．i

　　　　に泥仁を吹L1’上：．γそ・講老端を．飛び、t’：・．．1’〔，揖潟1倒お1軒＿

　　　　帯にわ’二．．・て，震災～IJItllの貴航な状l！己を統空カメラによ1

　　　　ゼ1’ご一拙そリ漁届蜘二塒しそり踊え識1
　　　　に，テレヒ『を酒じ’．〔，いち㌧i・く．ililiiに幸il這されノこ，

　　　　　瓢愉5i日・．二：・，　r俘ご的な提影を」冠宅111．’二他唖り航測封三

　　　　1こよ・・て，数時間にわた・・．・て、重要な．1淡地．・．「．i．について

　　　　1D大デ’1．こ航’．・1，｛”ノ：真．う職1∵1された．！；r二こ．．｝♂．Lカ・；：も，舵．1；

　　　　r工1｛トii：∫こ二よ一・’3：，昏霧：直．1．sよび牟ti．・Jh，tノ：．翼が，破りくII「臣：lliさ

　　　　れ，r二9　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　こ～ビ，Lゲ．．〔空’・コ：真1．㍉ドヒ1．・：：＿1、1二；写妊・｝・．；’：rti｛・決1

　　　　ン．．．ン・二，f」こ中的に芸三めら耕こ：．｛”；’tr　’．きま1ぞオいつ：「：．灘．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　　　阿『烏｛f．．1．／tl二．f’［∫弔され’二．　　　　　　　　　1

　　　　　二引．て、iil害括彫L：台げる殻窯・「．≦．1：i／．こ．t：ξ．．〔虎写真．こ

　　　　ζ・・て1迅運に把握されく、ヒ’・Lもr．，現地．＿ri．∴二活孫：1

，

7i；’］　曙．：．閉ノ．・；＿・／．r｛．．tt：’犀〔tl
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第16巻　第10号

行なわれた．引き続き被轡全域にわたっての本格的な航

空写真の撮影と，これらの写真による判読作業が，国立

嚇科学技術センターe中心として調され・大規模な

，撮影が行なわれた・

　この作業は，新潟市・粟島・村上などのようtc，比較

的笹害の多かった地帯を中心として，パンクロ写真，赤

外解真の2種類e，1・4・000の縮尺で・カラー写N

を1：10，000の縮尺で撮影したもので．そのための飛

行コースの延R｝t約　600km・写真枚数は千数百枚に及

ぶ，ぼ5大なものである．このほか航空自衛隊および海

上自衛隊により、全域の小縮尺航空写真も撮影された・

　　　　3．航空写真から何を読みとるか

　このようにして撮影された航空写真から，いったい，

何を読みとることができるであろ5か？

　このためlt｝±，厚真判読という新しい技術が応用され

る．これは，まず航空写真の糊像を正確に読みとり，次

にその画像の内容を多角的に解析するという手順によっ

診て，最終的にその画惚から潜在的な要素を引き出すもの

であり，かなウ高度の技術と，それぞれの部門における

専門的な知蹴が必要ときれる．

　しかしながら，災害調査のために撮影した航空写真

it，撮影した瞬間における地上の択況を，正確に記録し

ているところから，一般的な被災地域の発見と舳出は極

めて容易であり，航空写真の圃像を直接読みとるという

307

最も簡単な方法だけで，写真判読にっいての未経験な人

にとっても，容易にその実態を把握することができる．

　したがって，災害救助や復興の計画など，現場ではも

ちろんのこと，関係機関などで迅速な処置をとることが

できる，

　ところで，地震の際には，特有の現象が現われる場合

が多い．このよ5な特殊な現象については，やはり写真

判読の専門家の手によって，より確爽，豊富な資料が得

られるものである．

　地表面の亀裂は，大縮尺の航空写真では比較的簡単で

あるが、陥没は，発見しにくい場合が多くt立体観祭に

よって初めて判明する場合が多い．

　噴砂は，写真上で線状lt白く表われるので発見は容易

であるが，発生の場所およびその方向などに多様性があ

るので，被災地全域にわたる綿密な観祭が必要になる．・

　今回初期に撮影された航空写真には．この噴砂の現象

が，騨細に観寮されるので，これについての今後の判読

結果と，統計的な解析の結果が期待される．

　このほか，一般的t家屋災害現象としての家屋の倒

填，遭路・鉄道の破墳，堤防の決壊および浅水など，異

常な部分の抽出と分類ならびにその統計的処理などが行

なわれる．

　このように，地震災害地の航空写真は専門的に判読す

ることによって，予想以上の結果が得られる場合が多

　　　　　　　　　　　　　い．しかもその作粟が比

置
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較的簡単な技術によって

可能である．

4．判読の実際

　第1図は，地震発生の

22時間後に撮影された斜

め写真で，新潟訳を中心

とする市街地の大部分が

含まれている．

　図上で示したよ51こ，

画面の中央で，鉄道線路

を斜めに横切ろ地割れ
（’A’）．・・が・み・らkる。

　釈の構内および市街地

の中央にみられる濃いグ

レイの色調の部分（B）

は，地下からの湧水によ

る浸水地域である・

　入れ換え中の列車の上

に落ちた跨線機（C）も

みられる．

　上部の黒い郁分は，石

纂2図　姻の中にみられる縁状の噴砂の跡
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箪16巻　第10号

油クン”の火堤にtって．・tち昇つ～二鰍㌘1の影『脇る・

　第2図1ち：1三llの中でワき見され’ゴ郎iひの現”llである．

　地上踏｝哩Lt’でに，局部的に奮児しても，この．ltうに金俸

　の傾向を把握する二とは㌔蝶しい．ξ忙空写真のすぐれた点

　の一コつとし・：：：．る．

　　二れら1り数と方向り宥ll斐を、㍑ぺる二とも，残されたf乍

　茄の一りである．

　　雌辺で写真の色調に不規“iJな乱れが∫へられるのは，湧

　水や，堤防の決壊による1．モ水に．Lるものである・

　　こうしt二1ξi向がら，二の節分は，古い河床の跡であろ

　うと推竃され，流錯‘り方向は，線状り方向と，ほぼ一致

　するものと思われる．

　　第3図は，新潟空港の状況’そ，空にビ’レ（A）の正面

　からエプロンIBノにか1ナて．完窯i二Pl石三し，湧，1こによ

　つて壷；乏い二なぺごいる．

　　滑竃諮の中でケレでこ「｝色調の師分℃〕に，同じく陥

　kと湧’i：i：．こるもtr）．：．，これiti3・葦銘の三丁薪；にわたって

L亭…生じてtt・る．

　　断層　DIによつて，溝走路i二1縦角方向・二：ノ．：ぎな亀裂

　の発生が孔らイL，この壕に泊って地．1二二もili三瞭な形跡が

　トレ．－7．’コ　L？る．

　　上燕、二姦ゐるご二くさんt，r）小さなメしい1’Liie’E〕，地婁

　と同時二，髭烈な勢いで地下から砂を：，flき．Lげた跡で，

　ξ郭：砂つ埠倉鞍状己素われるりで，比戯的珍しいτ♪である

　と1．・　：：：よ8｝．

　　澄走艶こτ・中燕に見える白い斑点，よrF．・，言「｛按物資を

　投下Lr：．；；ン＝一トが，まだそりままにL残っているも

　Oで，ヘリ；ワ．タが着陸しているつが見える．

　　1，，4図は国俘藍技場を中心としt：一帯の惨状である．

　　堤防・つ決墳と浸ゴこ，および噴夢↓．．ウ噴水旺）跡がみられ，

　競技堤内i現る影もなくYEttttJh，十数機のヘリコプ
1タニニ，t：．・音陸：・⊂・．・る．

　　曜和喚僑⊆つ無竣な姿がλ∫れ，道路の匂渓i二つ都分に多

　くり亀多三ゐ二発生Lて」・る．

t

承1…1二ば祐宮つ跨弔みらt／ない．

土買か」也盤O：篭．；よるものヒ思われる．

第5i∫；は，熱没の例を示す立体写真でもる．

丞5図　賄没を示すステレオグラム

30「」

　この鋳を見る場合はpレンズ式立体鏡を．使用するか，

または葉乃大の紙を両写真の中閥に立てて，右のt！」　1　：．‘・

右の眼で，左の写真は左の眼で，それぞれ別々にみるよ

うにして，しけ：らく眺めると，二つの写真が重なって立

休に見え．てくる．

　平蒲の写真『をは判らない，う二，こ体にすると鉄道の線路

の落ち二んだのがよくわかる（A）．

　またそれによってプラフトホームの量根のひずみや

（B），校庭に∫き生した亀裂や噴砂‘り跡たど（C＞，被害

の激しかった二とがうかがわれる．

　銚筋アパートが倒れたのも二の付近である．

　第6図も，立体写真で，泥水を噴裂Bした穴（A）が

無数にみられる．

解6図　墳砂と陥没のステレオグラム

　路盤内に陥没した穣路〔B｝，一禰に浸求した道路の

状況rc）がみられる．

　二の～乏水は，ロa求によるものであると．巴われる．

　なぢ1：Dlのように堤陶の決壊もみられる．

　　　　　　　　5．終わりに

　ニニに云しt二写真は，すべて被災直後i二撮影したもの

で，比較的トビ7クス的なものを選んでみ鵡

　しがし地震の硫空写真iま，二〇ように笹害の明瞭な写

真’二げでなく，一一見してな人cつ窯化も入られないような

航窃写真を一対ずつ慎重i二判読してゆ｝ながう，必要な

事項を描出していかなけオtばならない．

　九安研究≒｛で：之，そり後に撮影されたξう’；一ト蕪写真なビ

と比賎しながらrこれらの判読と件行して，建造掬・港

湾3」設たど；二ついて，主とし．て土柔エ学的醒．、｝乳からの写

真判詫≧そウ続、汁的処理を実書琶中て満，る．いずれ機蛮を

み’て．造フ、『ξ『るー匿定てi，←“る．　　　（1964年8．糧6B受理）
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